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Ⅰ　緒言
　看護師の印象は外見のみでなく、言葉遣いや態度
が占める割合も大きい。しかし、今日、在院日数が
減少し、日々受け持ち看護師が変わり、一人ひとり
の患者に看護師が関わる時間も少ない傾向にあるこ
とから看護師の外見が患者に与える印象は大きいと
思われる。一般に、大人の女性にとって適度な化粧
はマナーであると言われるが、医療現場では安全性
や清潔などが優先されることや対象が病気をもった
患者であることから、特に薄化粧で、なかにはノー
メイクに見える看護師もいたり、派手な化粧をして
いる看護師もいたりと、それぞれの価値観で看護を
実践している。看護師は人に接する仕事をしている
が、実際に患者は看護師の化粧をどのように感じて
いるのか、またどのような化粧が好印象を与えるの
かについて疑問が生じた。
　松本１）によると、｢看護師は自分自身の化粧行動
への認識を、看護師自身において意欲を高め、かつ
社会的意味をもつ｣ と述べている。井上２）らの研
究では、｢患者・看護師の接遇に対する意識は患者
のほうが高く、その中でも特に、身だしなみ・言葉
遣いに対して患者が重要視している｣ ということが
明らかになっている。また、同調査で ｢看護師は薄
化粧を心掛けているが、身だしなみにおいて患者・
看護師間の意識に違いがあった項目は『化粧』であ
り、職業上、好ましい程度の化粧を心がけることが
大切である｣ と、化粧に対する配慮を指摘してい
る。さらに、山田ら３）によると、｢病院内では、自
己免疫機能の低下や、化学療法の副作用による脱毛
や骨髄抑制を強いられている患者も多く、一般の反
応より、医療従事者が思っている以上に、患者・家
族は看護師の髪形について厳しい見方をしている」
と、看護師に求めるイメージの第一位が清潔である
ことを報告している。これらの先行研究から、看
護師にとって化粧は意欲を高め、かつ社会的意味を
もつものである半面、患者と看護師の間では、化粧
に関して意識に違いがあり、その理由としては、患
者は入院・治療中であるために清潔感を求めている
と考えられる。患者が受ける看護師の印象は、化粧
のみでなく態度や言葉遣い、髪型による影響もまた
大きいと先行研究４）５）６）７）８）で明らかになってい
るが、これらは身だしなみや接遇の研究の一部であ
り、具体的に看護師の化粧が与える印象や、どのよ
うな化粧が患者に具体的によい印象を与えるかを明
らかにした研究は見当たらなかった。本研究によっ
て、患者により安心感のある看護を提供したり、看
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護師の第一印象がよくなることで円滑な信頼関係形
成の一助にできると考えられる。
Ⅱ　研究目的
　学生が入院患者であると想定し、看護師のどのよ
うな化粧が、患者に好印象を与えるかを明らかにす
る。
Ⅲ　研究方法
１．調査対象
　A 大学看護学科 4 年次生と、デザイン工学科 1 年
次生、スポーツシステム工学科１年次生の 126 名で
ある。
２．調査期間
　平成 22 年 10 月 1 日～ 10 月 12 日
３．調査方法と調査内容
　調査を実施するにあたり、授業終了後、学生に文
書と口頭で研究の趣旨や調査記入に関する注意事項
などの説明を行った。その後、調査を実施し、調査
票を回収した。直ちに回答することが困難な学生に
は、当日 18 時までに回収箱に投函するよう説明し
た。
　調査票は、先行研究 9）10）を参考に独自に作成し、
基本項目Ⅰと化粧に関する項目Ⅱ～Ⅳで構成した。
基本項目Ⅰは、学科、性別、入院経験の有無、内
容（手術や痛みの伴う検査・処置の有無、入院の理
由）、入院期間、精神的苦痛の 6 項目とし、選択と
記述で回答を求めた。化粧に関する項目はⅡ～Ⅳに
分け、項目Ⅱでは、看護師は社会人としてまた身だ
しなみとして、化粧をしたほうが良いと思うかを、
①した方が良い、②ノーメイクがよい、③どちらで
もよいの 3 段階で選択し、その理由を記述で求め
た。項目Ⅲでは、学生にとって ｢濃い ･ 派手｣ また
は ｢薄い ･ 地味｣ と感じる看護師の化粧に対してど
のような印象をもつかを 14 の選択肢から複数回答
した。選択肢のうち①清潔、③安心・信頼できる、
⑤健康そうだ・元気が出る、⑧やさしそう、⑨話し
かけやすい・近づきやすい、⑪自分のことを真剣に
考えている・大切に思っているを肯定的印象とし、
②不潔、④安心・信頼できない、⑥不健康そうだ・
元気が出ない、⑦怖い、⑩話しかけにくい・近づき
にくい、⑫自分のことを真剣に考えていない・大切
に思っていないを否定的印象とした。項目Ⅳでは、
写真 A ～ E を示し、学生は自分が入院患者である
と想定し、清潔感・優しさ・明るさ・信頼性・真面
目さの 5 項目について、全く感じない 1 点、どちら
かといえば感じない 2 点、どちらかといえば感じる
3 点、すごく感じる 4 点の 4 段階で評価した。写真
の顔は化粧 A ～ E に向かい順に濃くなっており、
化粧 A はファンデーションと眉ずみのみ、化粧 B
は化粧 A にチークと口紅を加え、化粧 C は化粧 B
にアイラインとマスカラを加え、化粧 D は化粧 C
にアイシャドウを追加、化粧 E は化粧 D の色味と
まつげの量を増やしたものである。尚、これら使用
している化粧品の種類については、アンケート用紙
に記載している。本研究の髪型は、山田ら 11）の研
究から得られた好感のもてる看護師の髪型である。
その内容は、「他者から見て目がはっきりと見える
ようにする」、「顔の輪郭を覆わないように耳を出
す」、「肩につかないように毛先をまとめる」、「長い
髪はアップスタイルにする」という 4 条件を満たす
髪型に統一した。今回は、後頭部の下方でネットを
用いてまとめ、前髪はヘアピンで斜めに固定した。
４．分析方法
　統計ソフトは Excel 2007 を用い、調査票の回答
から平均値と標準偏差を求めた。また対象者を看護
学科と他学科、入院経験の有無、手術の有無、痛み
を伴う検査や処置の有無、入院期間、入院中の不
安・精神的苦痛の大きさで分けた場合の平均値と標
準偏差を求め、t 検定を用い有意水準 5％で有意差
を求めた。入院期間においては、①日帰り入院、②
2 ～ 3 日、③ 4 ～ 6 日を「1 週間未満群」とし、④ 1
週間以上 2 週間未満、⑤ 2 週間以上 1 ヶ月未満、⑥
1 ヶ月以上 3 ヶ月未満、⑦ 3 ヶ月以上を「1 週間以
上群」とした。また入院中の不安 ･ 精神的苦痛にお
いては、①不安や苦痛が非常に大きかった、②不安
や苦痛がまずまず大きかったを「不安 ･ 苦痛が大き
い群」とし、③不安や苦痛が少しあった、④不安や
苦痛はなかったを「不安･苦痛が少ない群」とした。
　また自由記述においては、記述内容をコード化
し、内容が類似しているものでまとめサブカテゴ
リー化、さらに内容が類似しているものをまとめカ
テゴリー化を行った。
132 岡山県立大学保健福祉学部紀要　第21巻１号2014年
５．倫理的配慮
　基礎看護学講座における研究計画書の検討会で了
解を得た後、各学部の学科長に研究の趣旨と具体的
な調査内容について文書と口頭で説明し同意を得
た。また調査を実施する時間に関係する授業の担当
教員にも同様の説明を行い、同意を得て協力を依頼
した。学生には研究の趣旨、調査は無記名で行い、
個人が特定されないように十分に配慮することや、
調査への協力は自由意思によるもので、調査への参
加はいつでもやめることができ、そのことによって
不利益を被らないことを伝えた。データは厳重に保
管し、調査以外の目的で使用しないこと、調査票は
結果をまとめ、研究発表後は直ちに破棄すること、
調査について疑問や質問があれば速やかに対応する
こと、調査票は回収することによって調査の同意が
得られたこととする旨を文書と口頭で説明した。
Ⅳ　結果
１．対象者の概要
　調査票は 126 部配布し、119 部（回収率 94.4％）
を回収した。有効回答率は 100％であった。対象者
は、看護学科の 4 年次生 44 名（37％）、デザイン工
学科の 1 年次生 41 名（34.5％）、スポーツシステム
工学科の 1 年次生 34 名（28.6％）で、性別は、男
性 57 名（47.9％）と女性 62 名（52.1％）であった。
各学科の男女構成は、看護学科は女性 44 名、デザ
イン工学科は男性 27 名と女性 14 名、スポーツシス
テム工学科は男性 30 名と女性 4 名であった。全体
のうち、45 名（37.8％）に入院経験があり、74 名
（62.2％）には入院経験がなかった。入院経験がある
者のうち、手術経験のある者は 25 名（56.8％）、な
い者は 19 名（43.2％）であり、痛み・苦痛を伴う検
査や処置を経験した者は 39 名（86.7％）、経験して
いない者は 6 名（13.3％）であった。入院期間は日
帰り入院が 1 名、2 ～ 3 日が 6 名、4 ～ 6 日が 15 名、
1 週間以上 2 週間未満が 12 名、2 週間以上 1 ヶ月未
満が 7 名、1 ヶ月以上 3 ヶ月未満が 1 名、3 ヶ月以
上が 2 名であり共に約 1 年の入院であった。「1 週
間未満群」は 22 名、「1 週間以上群」は 22 名であっ
た。入院中の不安 ･ 精神的苦痛では、不安や苦痛が
なかった者が 7 名、少しあった者が 21 名、まずま
ず大きかった者が 12 名、非常に大きかった者が 5
名で、「不安・苦痛が小さい群」は 28 名、「不安・
苦痛が大きい群」17 名であった。
２．化粧に関する項目
１）看護師の化粧について
　看護師は化粧をした方がよいと回答した者は 70
名（58.8％）、どちらでもよいと回答した者は 49
名（41.2％）、ノーメイクがよいと回答した者はい
なかった。看護学科では 61.4％がした方がよい、
38.6％がどちらでもよいと回答し、他学科は 57.3％
がした方がよい、42.7％がどちらでもよいと回答し
ていた。男女で比較すると、男性は 45.6％がした方
がよい、54.4％がどちらでもよい、女性では 71％が
した方がよい、29％がどちらでもよいと回答してい
た。また，女性のみで比較した場合、看護学科は
61.4％がした方がよい、38.6％がどちらでもよいと
回答しており、他学科では平均 94.4％がした方がよ
い、5.6％がどちらでもよいと回答していた。
　化粧をした方がよい理由を分析したところ、4 カ
テゴリーと 9 サブカテゴリーが、どちらでもよい理
由からは 4 カテゴリーと 11 サブカテゴリーが抽出
された（表 1）。以下カテゴリーは【】、サブカテゴ
リーは『』で示す。化粧をした方がよい理由には
【患者の気分がよくなる】、【社会人としての礼儀・
マナー】、【看護師の印象が良くなる】、【看護師が自
信をもって患者と接する】の 4 カテゴリーがあっ
た。【患者の気分がよくなる】には、『患者の気分が
よくなる』，『患者が癒される』が、【社会人として
の礼儀・マナー】には、『身だしなみ』、『礼儀・マ
ナー』が含まれた。【看護師の印象が良くなる】に
は『看護師の印象が良くなる』、『看護師が健康的に
見える』、『看護師の容姿が美しく見える』、『看護師
が清潔感を出す』が、【看護師が自信をもって患者
と接する】には『看護師が自信をもって患者と接す
る』が含まれた。どちらでもよい理由には、【不快
感を与えない外見であればよい】、【看護がきちんと
できていればよい】、【状況や患者による】、【自由
だ】の 4 カテゴリーがあった。【不快感を与えない
外見であればよい】には『身だしなみが整っていれ
ばよい』、『顔色が悪くなければよい』、『清潔感があ
ればよい』、『不快な印象をあたえなければよい』、
『元の顔や化粧の方法による』、『過度でなければ本
人の自由だ』が含まれた。【看護がきちんとできて
いればよい】には『看護がきちんとできていればよ
い』が、【状況や患者による】には『状況による』
と『患者による』が、【自由だ】には『自由だ』と
『気にしない』が含まれた。
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　化粧をした方がよい理由は、看護学科では ｢社
会人としての礼儀・マナー｣ が 55.2％と最も多く、
次いで ｢看護師の印象が良くなる｣ が 44.8％であっ
た。これに対して他学科では ｢看護師の印象が良く
なる｣ が 41.9％と最も多く、次いで ｢社会人として
の礼儀・マナー｣ が 32.6％であった（図 1）。また看
護学科が化粧をした方がよいと回答した理由が ｢社
会人としての礼儀・マナー｣、｢看護師の印象が良く
なる｣ の 2 つであることに対し、 他学科の回答から
は「患者の気分が良くなる」、「看護師が自信を持っ
て患者と接する」など複数の理由があげられてい
た。男女差で見ると（図 2）、女性の多くが ｢社会人
としての礼儀・マナー｣ や ｢看護師の印象が良くな
る｣ ために化粧をした方がいいと回答していること
に対して、男性では 25％が ｢患者の気分がよくなる
｣ と回答していた。どちらでもよい理由は、看護学
科でも他学科でも約半数が ｢不快感を与えない外見
であればよい｣ と回答していた。
２）｢濃い・派手｣｢薄い・地味｣ と感じる化粧の印象
　｢濃い・派手｣ な化粧にもつ印象は、｢話しかけに
くい・近づきにくい｣ が最も多く、次いで ｢怖い
｣、｢安心・信頼できない｣ であり、約 80％の者が否
定的な印象をもっていた（図 3）。
　｢薄い・地味｣ な化粧にもつ印象は、｢話しかけや
すい・近づきやすい｣ が最も多く、次いで ｢清潔
｣、｢優しそう｣ が多く、約 70％の者が肯定的な印象
をもっていた（図 4）。その他の内容として ｢濃い・
派手｣ な化粧では、「物を頼みにくい」や「患者の
悪口を言ってそう」、「学歴や育った環境が良くなさ
そう」で、｢薄い・地味｣ な化粧では、「疲れていそ
う」、「身だしなみを気にしない人である」などで
あった。
３）属性による化粧の評価の違い
　化粧 A ～ E における平均評価得点では、化粧 B
が最も評価が高く、次いで化粧 A、C、D、E の順
に低くなった（図 5）。項目別では真面目さにおい
て、化粧 B より化粧 A の評価がやや高くなってい
た。また化粧 C や D では、清潔感 ･ 優しさ ･ 信頼
感 ･ 真面目さと比較して、明るさの評価が高かった
（図 6）。
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図３　「濃い・派手」な化粧にもつ印象 図４　「薄い・地味」な化粧にもつ印象
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　看護学科と他学科の比較では、看護学科は他学科
に比べ、化粧 A ～ D において評価が有意に高かっ
た（p<0.05）。化粧 E において有意差は認められな
かった。また、化粧 A ～ E すべてにおいて看護学
科は他学科と比較し標準偏差が低かった（図 7）。
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図５　化粧 A 〜 E における５項目の平均評価得点
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図６　化粧 A 〜 E における項目ごとの平均評価得点
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図９　 入院経験の有無による化粧平均評価得点の
比較
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図８　男女による化粧の平均評価得点の比較
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図７　 看護学科と他学科による化粧の平均評価得点
の比較
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男女差による比較では、女性は男性に比べ、化粧
B、C において評価が有意に高かった（p<0.05）。化
粧 A、D、E において有意差は認められなかった。
また、男性は女性より標準偏差が高い傾向にあっ
た（図 8）。入院経験の有無による比較では、入院
経験あり群はなし群に比べ、化粧 A、E において評
価が有意に高かった（p<0.05）。化粧 B、C、D にお
いて有意差は認められなかった（図 9）。入院期間
の長さによる比較では、一週間以上群は一週間未満
群に比べ、化粧 A、B において評価が有意に高かっ
た（p<0.05）が、化粧 C、D、E において有意差は
認められなかった。また、一週間以上群は一週間未
満群より標準偏差が低い傾向にあった（図 10）。入
院中の不安 ･ 精神的苦痛の大きさによる比較では、
不安 ･ 苦痛が大きい群は小さい群に比べ、化粧 D、
E で評価が有意に高かった（p<0.05）。化粧 A、B、
C において有意差は認められなかった。また不安 ･
苦痛が大きい群は小さい群より標準偏差が高い傾向
にあった（図 11）。
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　看護学科と他学科では、ほぼ同じ割合で、約 6 割
が化粧をした方がよい、約 4 割がどちらでもよいと
回答しているが、その理由に相違が見られる。看護
学科では【社会人としての礼儀・マナー】、【看護師
の印象が良くなる】の 2 つ柱で構成されているが、
他学科の回答からは複数の理由があげられている。
このことから、看護学科は社会的な礼儀 ･ マナーと
して化粧を捉えているが、他学科では看護師の化粧
は社会的な意味だけではなく、患者の気分を良くす
ることや、患者を癒すものとして捉えていることが
分かる。　
　看護学科と他学科の化粧の評価では、看護学科は
他学科に比べ、化粧 A ～ D において評価が有意に
高い。看護学科が化粧をした方がよいと考える理由
をサブカテゴリーで見ると、『礼儀・マナー』に次
いで『看護師が健康的に見える』である。つまり、
看護学科は明るく健康的に見えることを重視してい
るために明るさの評価が高くなり、総合的に化粧の
評価が他学科よりも高くなっていると推察される。
明るさの評価は、比較的濃い化粧でも高いことや、
また看護学科と他学科で比較すると、看護学科の方
が化粧を高く評価し標準偏差が低いことから、看護
学生同士は同じような価値観をもっており、他学科
にとって評価の低い化粧でも、看護学科にとっては
それほど悪い印象を受けない可能性がある。また、
今回は対象が大学生であるが、臨床では看護の対象
は高齢者が多く、現場の看護師においても同様で看
護師同士では濃く感じず好感のもてる化粧であって
も、実際には患者の評価は低い可能性がある。他者
の目を通して外見を客観的に評価し合い、それぞれ
の病棟の患者の特性に合わせて化粧を心がける必要
があると考えられる。
　男女で比較すると、男性は化粧をした方がよい
と、どちらでもよいがほぼ同じ割合になっている。
しかし、女性では化粧をした方がよいと回答した者
がどちらでもよいと回答した者の 2 倍以上になって
おり、女性は男性よりも看護師は化粧をした方がよ
いと考えていることが分かる。男性と女性の化粧
の評価では、化粧 B、C において女性の評価が有意
に高くなっている。化粧 B はチークと口紅、化粧
C にはアイラインが引いてあり、男性よりも女性の
方が濃い化粧に対して比較的評価が高いことが伺え
る。しかし、男女ともに最も評価が高い化粧は、化
粧 B、次いで化粧 A であり、化粧をした方がよいと
Ⅴ　考察
１．看護師が化粧をする意味
　本研究で、看護師は化粧をした方がよいかとその
理由、適度ではなく ｢濃い・派手｣ や ｢薄い・地味
｣ だと感じる化粧の印象を明らかにし、学科、性
別、入院経験の有無、入院期間の長さ、不安 ･ 苦痛
の大きさと化粧の評価の関連を考察する。
　看護師の化粧は約 6 割がした方がよいと回答し、
化粧をした方がよい理由の多くは『礼儀 ･ マナー』
や『看護師が健康的に見える』、『看護師が清潔感を
出す』などである。また、どちらでもよい理由は
『身だしなみが整っていればよい』、『顔色が悪くな
ければよい』、『清潔感があればよい』など化粧自体
はどちらでもよいが身だしなみが整っていることが
前提とされるものが約半数を占めていることが分か
る。これらのことから、ノーメイクは身だしなみが
整っていないという印象に繋がる可能性があり、化
粧は看護師が身だしなみを整える手段の一つとして
有効であると考えられる。
図 11　 不安・苦痛の大小による化粧の平均評価
得点の比較
*p ＜ 0.05
評価基準
4　すごく感じる
3　 どちらかといえば
感じる
2　 どちらかといえば
感じない
1　全く感じない
評価得点
化粧 A 化粧 B 化粧 C 化粧 D 化粧 E
看護学科　n=44
他学科　n=75
図 10　入院期間の長さによる化粧の平均評価得点の比較
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考える者が多い女性も、化粧をした方がよいと考え
る者が少ない男性も、評価の高い化粧に違いはなく
同じであることが分かる。またこの結果から、男性
と女性は化粧の捉え方が異なっているように思われ
る。ファンデーションにより肌を整える程度でも化
粧と捉えているか、アイシャドウやマスカラなど明
らかに化粧気のあるものを化粧として捉えているか
によって、評価の高い化粧は同じであったにもかか
わらず、化粧をした方がよい、どちらでもよいの割
合が異なったのではないかと推察される。また、女
性の多くが【社会人としての礼儀・マナー】や【看
護師の印象が良くなる】ために化粧をした方がいい
と考えていることに対して、男性は 25％が【患者
の気分がよくなる】や、｢男性は美しい女性のため
に頑張ろうと努力することがある｣ などもあり、看
護師としてではなく女性として美しくあるように求
められていることが分かる。男女差や看護学科と他
学科の比較にも言えることであるが、看護学科は礼
儀・マナーとして、化粧を社会的なものとして捉え
る傾向がある。石田 12）によると「貴族の世界では
化粧は礼儀作法に則った身だしなみという意味が第
一義だった」や「化粧は成人の証としての意味を帯
びる」とされ、化粧は成人女性の身だしなみとして
位置付けられている。また「化粧の第一意義は大人
の女性の礼儀であるという全国民的な了解が完全に
崩れ去ったのは、1990 年代後半のこと｣ 13）と述べ
ているように、90 年代という近年になって化粧をす
る意味が変化したことが分かる。それは ｢化粧の第
一の意味が社会から個人に変化したことが、近年の
化粧の意味の変化の根源をなすもの｣ 14）と、個人化
や価値観の多様化は化粧のあり方にも影響を齎して
いることが考えられる。今回看護学科は 4 年次生、
他学科は 1 年次生に回答してもらったため、化粧が
社会的意味をもつものか、個人のためにするものか
という価値観に相違が見られたと考えられる。看護
学科が化粧はどちらでもよいと考える理由に、本人
の考えよりも TPO を優先すべきというものや化粧
よりも大事なものがある、その人の表情のよさが活
かせればよい、ちゃんと仕事をしていればどちらで
も気にならないなどがある。これは、看護師の印象
は化粧だけでなく、表情や言葉遣い、どのような看
護をしているかなどにも関与していると考えられる
ために他学科よりもどちらでもよいの割合が多く
なっていると推察される。反面、他学科の女性から
は「スッピンの自分の顔に自信がなければ、自信を
もって人と接することもできない｣ という意見もあ
り、人と接するうえで化粧は看護師の内面にも影響
を与えていると考えられる。
　入院経験の有無による比較では、化粧をした方が
よい理由やどちらでもよい理由において、入院経験
なし群の回答にのみ『状況や患者による』があるこ
とや、入院経験あり群の中で化粧はどちらでもよい
理由に、｢しんどいときには気にならない｣ という
内容があったことから、入院経験なし群は社会一般
的に、あり群は自分の経験から考え化粧を評価した
と言える。入院経験あり群が化粧 E で評価が高かっ
たのは、苦痛が大きいときに看護師の化粧を気にす
る余裕がないという経験が影響しているのではない
だろうか。入院中の不安 ･ 精神的苦痛の大きさによ
る比較では、不安 ･ 苦痛が大きい群は小さい群に比
べ、化粧 D、E において評価が有意に高い。これは
入院経験あり群が濃い化粧に評価が高かったことと
同様に，苦痛が大きかった経験に影響されているこ
とが考えられる。
２．好印象を与える看護師の化粧
　｢濃い ･ 派手｣ な化粧には、約 80％の人が否定的
な印象を抱き、｢薄い ･ 地味｣ な化粧には約 70％の
人が肯定的な印象をもっていたことから、｢薄い ･
地味｣ な化粧の方が好印象になることが分かる。医
療現場では、在院日数の短縮などから一人ひとりの
患者と看護師の関わる時間は減少する傾向にあると
考え、｢薄い ･ 地味｣ な化粧による ｢話しかけやす
い ･ 近づきやすい｣ という印象は、何でも相談しや
すく、信頼関係形成の第一歩となる重要な要素であ
ると思われる。化粧 A ～ E の評価では、最も薄い
化粧 A は、最も濃い化粧 E よりも評価が高くなり、
清潔感、優しさ、信頼感、真面目さの項目で、薄い
化粧の評価が高く、明るさの評価が低くなる傾向に
あることが分かる。｢薄い ･ 地味｣ な化粧にもつ印
象から，約 2 割の人が ｢不健康そうだ ･ 元気が出な
い｣ と回答しており、薄めの化粧は多くの場合に ｢
話しかけやすい ･ 近づきやすい｣ という印象をもた
れるが、反面明るさに欠け、｢不健康そうだ ･ 元気
が出ない｣ という印象を与えることもある。化粧 B
は化粧 A に比べ明るさを改善し、全体的に最も評
価の高い化粧になっている。化粧 B は、化粧 A に
チークと口紅を加えたものであり、顔色が良くなっ
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たことで好印象を齎したことが考えられる。ファン
デーションと眉ずみのみの化粧 A と比べると、真
面目さ以外全ての項目で評価が高く、顔色を明るく
することで清潔感や優しさ、信頼感に影響を及ぼし
ていることが推察される。化粧 C は、化粧 B にア
イライン、マスカラと、アイメイクを加えたもので
ある。アイメイクが加わることで、特に、清潔感や
真面目さの評価が低くなっている。化粧 D は化粧
C にアイシャドウを加えたもので、化粧 E は化粧 D
の化粧の色味を強くしたものである。目を囲うよう
にメイクをしており、特に、清潔感と真面目さの評
価が低くなっている。アイメイクについては化粧 C
までは清潔感、優しさ、明るさ、信頼感、真面目さ
のすべての項目で平均の評価が 3（どちらかといえ
ば感じる）以上になっており，アイメイクをする際
はアイシャドウや目の周囲を囲むような化粧ではな
く、自然なアイラインやマスカラが好ましいといえ
る。これらのことから看護師の化粧は、ファンデー
ションやチーク、口紅を用いて顔色を清潔で明るい
印象にし、アイメイクをする場合は、真面目さや優
しい印象を損なわない程度の自然なアイラインやマ
スカラがよいと考えられる。
３．研究の限界と課題
　本研究は、一大学の学生を対象に入院患者を想定
して実施した調査であり、実際の患者を対象として
いない。対象の年齢層が大学生に限られていること
や、環境や身体的 ･ 精神的苦痛の有無も実際とは異
なっているため、学生が患者の視点から回答するこ
とには限界がある。今後、研究対象を現場の看護師
や、患者やその家族に広げ、年齢層や疾患、診療科
別に調査を続けていく必要がある。また、看護師の
化粧に対する印象では 14 項目から選択してもらっ
たが、項目以外の印象も考えられるため、項目や回
答形式を検討する余地がある。
　不安 ･ 精神的苦痛が化粧の評価に影響していた
が、具体的にどのような不安や苦痛によって化粧を
気にする余裕がなくなったり、逆に非常に気になっ
たりするかを明らかにすることでさまざまな状態の
患者に対応できると考えられる。特に、小児科では
親が付き添うことも多く、家族と看護師の信頼関係
が重要である。患児の家族を対象に看護師の化粧を
評価し患児の疾患や入院期間、心配の大きさなどの
関連性を検討することで、看護師と家族の信頼関係
形成に看護師の化粧がどの程度影響しているのかな
どを明らかにできると思われる。
Ⅵ　結論
１ ．｢薄い・地味｣ な化粧は ｢濃い・派手｣ な化粧
より、｢話しかけやすい・近づきやすい｣、｢清潔｣、
｢優しそう｣ などの好印象を与えることが分かっ
た。
２ ．化粧 A ～ E では、化粧 B の評価が最も高かっ
た。化粧 C までが平均評価得点 3 以上であり、看
護師の化粧は、ファンデーションやチーク、口紅
を用いて顔色を清潔で明るく健康的な印象にし、
アイメイクをする場合は自然なアイラインやマス
カラが望ましい。
３ ．看護学科と他学科との平均評価得点の比較で
は、看護学科の方が化粧の評価が高く標準偏差が
低値であった。看護師同士では好感のもてる化粧
でも、患者の評価は低く、気付かない可能性があ
る。
４ ．男女の比較では、女性の方が濃い化粧を好み、
看護学生は化粧を『礼儀・マナー』として捉える
傾向にあるが、患者の気分を良くしたり、患者を
癒す効果も期待されている。
５ ．入院経験や不安・苦痛による化粧の評価も全体
の評価と同様の傾向を示した。入院経験「あり
群」や、不安・苦痛の「大きい群」の方が濃い化
粧の評価が高くなった。
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